
 

 

第 6 章 投資・財政計画（収支計画） 

1.投資についての説明 

  投資については、新規の整備は無いものの、施設の耐震化や既存施設の改築・更新を予定してい

ます。 

①新規の整備について 

   新たに給水区域拡張など、新規整備事業の計画はありません。 

  ②改築・更新について 

   老朽化発生が近い地区の水道施設から順次更新を計画しています。 

   これらの更新工事を行うことにより、瀬戸内町上水道事業の施設の健全性は向上していき、安

全な水を安定的に供給することが可能となり、災害時においても耐えうる施設の構築が可能と

なります。 
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図１１.建設改良費の将来予測

建設改良費 建設改良費累積額

建設改良費 建設改良費 

累計額 



 

 

2.財源についての説明 

  ①料金収入について 

   将来の人口減少に伴い、有収水量及び料金収入についても減少傾向が見込まれます。 

   年間の有収水量の推移については、令和 3 年度～令和 12 年度の 10 年間の間で 114 千㎥減少

する見込みです。 

   料金収入についても有収水量と同様に増加傾向が見込まれ、同期間で 26,654 千円の減収が予

想されます。 
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年間料金収入 年間有収水量 
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図１２．年間有収水量、年間料金収入の推移

年間有収水量 年間料金収入



 

 

②企業債について 

  これまでの水道施設整備により、令和 2 年度末時点の企業債残高は約 13 億円となっていま

す。今後も水道施設についての更新工事を計画しており、本経営戦略における計画期間内におい

ては、新たな企業債発行や国庫補助金の活用等の財源補填を実施し、健全な経営を目指します。 

  これらの方策より計画期間内における企業債残高も現在の約 12 億円から約 9 億円まで減少さ

せる見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.投資以外の経費について 

  ①人件費について 

今後の老朽化施設の更新工事や日常における点検・修繕の維持管理等の業務量増加に対応す

るためには、技術職員数の確保と次世代職員への技術継承の取り組みが必要となります。 

本経営戦略では、職員数は現状のままで技術力の向上及び継承に取り組んでいきます。 

 

  ②動力費について 

   施設の老朽化に伴いエネルギー効率が低下することが予想され、動力費の増加も予想されま

す。 

本経営戦略では、施設の更新や省エネ対策を将来的に考慮し、エネルギー消費の現状維持に努

めていく計画としています。 
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企業債残高 企業債償還額 
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図１３．企業債償還額、企業債残高の推移

企業債償還額 企業債残高



 

 

 4.投資・財政計画（収支計画）：収益的収支 

 

【表 9.投資・財政計画（収支計画）：収益的収支】 
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 5.投資・財政計画（収支計画）：資本的収支 

 

【表 10.投資・財政計画（収支計画）：資本的収支】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第 7 章 経営戦略の事後検証・更新等に関する事項 

 本経営戦略の進捗管理のため、概ね 5 年ごとに事後検証を行います。 

 また、ＰＤＣＡサイクル（①計画の構築：Plan⇒②事業の実施：Do⇒③目標達成状況の確認・検

証：Check⇒④見直しの改善：Action）を行い、必要に応じてアセットマネジメント及び本経営戦略

の更新や見直しを図り、瀬戸内町水道ビジョンへの反映を行っていきます。 
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Plan(計画) 

目標･施策の策定 

Check(検証) 

事後評価 

顧客満足度の把握 

Action(見直し) 

未達成目標の対処 

新たなニーズの把握 

Do(実施) 

事業の実施 

新たなニーズの把握 

ＰＤＣＡ 

サイクル 


